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復習 1-1 
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より常に z 4 であり， 
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のとき  4z である． 

したがって， zの最小値は 4 であり，

そのときの ,x yは   ( , ) ( 1, 2)x y ． 
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のとき  3z である． 

したがって，zの最小値は 3 であり，そ

のときの ,x yは   ( , ) ( 2, 1)x y ． 

 
 
 
 
 

復習 1-2 
三角形 ABC は直角二等辺三角形である． 
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(2) 三角形 ABC を，P を頂点の一つとする

三角形に分割すれば 
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とも表せるので， 
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(3) (2)の結果から 
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と表せる． 
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